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令和７年３月７日 

令和６年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 江東区立つばめ幼稚園 

所在地 江東区扇橋３－２０－１３－１０１ 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール

 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

 

 

自然 

令和６年７月から令和７年３月まで。月に 10 日程度、日々の保育の中で継続して活動した。 

・園庭環境の充実（季節ごとの野菜や草花・つばめ池・自然感のある木の大型遊具など） 

・自然を探究するための素材や道具（タブレット端末・カメラ・絵本や図鑑・ライトテーブル・実物投影

機・虫眼鏡・飼育ケースなど） 

・自然と関わり感じたことを表現するための素材や道具（絵具や紙の描画素材） 

 

（テーマに関する子供たちの興味関心、園の特色など） 

本園は幼児が「自然のもつ魅力」に出会う機会を豊かにし、その過程で育つ「自然への愛着や畏敬の

念」を大切にしながら、園内外にある自然の状況を把握し、積極的に取り入れるなどの実践を試みてい

る。 

園児たちは、近隣の川沿いを散歩すると、魚や鳥などを発見するだけでなく、水の濁り、光の反射に気

付いて関心を寄せたり、園のビオトープにすむ生き物を捕まえて観察したり、保育室で世話をしたりする姿

が多く見られた。 

そこで、自然に触れて心が動く体験を通して、豊かな感性・創造性を育み、様々な人と関わる喜びを

感じる幼児の育成を目指し、テーマを設定した。 
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４．探究活動の実績 

＜活動の内容＞

 

＜活動中の子供たちの姿・声、子供同士や子供と保育者との関わり〉 

＜活動の様子＞

 

 

幼児が自然に触れ、興味・関心をもって関わる活動が日々行われるようにした。カメラで自然物

や栽培物等を撮影し、自然の変化の様子を捉えたり、疑問に思ったことを図鑑等を用いて調べてみ

たりした。また、専門家や地域の方を招き、多様な知識に触れたり、見付けたことや感じたことを表

現したりできるよう、制作活動等も行った。 

・園庭での虫探しを繰り返し楽しみ、採集して観察したり、虫の生態を調べたりする姿が見られた。一人

の子の興味が、学級全体の関心ごとへとつながることで、継続して探究することにつながった。 

・稲の栽培をした時には、稲の生育の様子を観察し、稲穂が色づかないことに疑問をもった。保育者と一

緒に考えたり、家庭でも話題にしてもらったりして試行錯誤を重ね、「日が当たらないからではないか」「虫

のせいではないか」等様々な気付きや発見をした。専門家の方にも質問し、無事に稲刈りを迎え、脱穀

やもみすりも自分たちで行って会食することで、お米ができる過程を知ったり、収穫する喜びや大変さを感

じたりすることができた。 

活動の様子が分かる写真を 2 枚以上貼付してください。 

（HP などで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。） 
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５．振り返り 

 

 

以上 

（振り返りによって得た保育者の気づき） 

・自然への興味や探究を示す個人の姿が、環境の一つとなり、周囲の幼児も関心をもつことが多く

なった。 

・生き物に対して苦手意識をもつ幼児も、身近な友達や様々な人が関わることで自分なりに関わろ

うとするようになった。感じ方や関わり方は多様であるが、自然から学び、自然に対する愛情や畏敬

の念をもつことにつながった。 

・自然や多様な気付きや発見を与えてくれる。時には、自分たちだけでは解決しない疑問を、専門

家や地域の方との関わりにより、共に考え合う喜びを得ることができることが分かった。 


